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太 郎 （
’25｝，石 澤外 2 氏 （

’26），岸 田 （
’26a，　 b

，

’28，’50　 a
，
　 b）， 黒 田長禮 （

’26
．

’35）， 中村 幸雄 （
’36

，

’37
，

’38a ，　 b），花 岡 利 昌 （
’38》諸氏 に よ る 交 献 を 知 つ て お る 。2）地 域は 兩 1［1の 丙 の 主部 と ，こ れ を つ な ぐひ も

朕 の 低地帶 とを含 ん で お る 。
3｝種類 は 食虫 ・齧 齒 ・翼手 ・靈長 ・食 肉 ・偶蹄 の 6 目 に 屬す る

’
18 科 。48 種

類 き りで あ る rir，ヒ メ ヒ ミ ズ 及 野 化 し た ハ ク ビ シ ン が
星

此 外 に ， や が て 、加わ る で あ ろ 5 。 4）碪 系 と し て

は ．巾幣北 部 〔＝高地 部 〕南喙 相 を代表 して お り ，兩山 間 の 差 異 と し て は ， 箱根 に い て 富士 に い trN・の は 1 稜

類 もない 。 而 唱 ， 常 士 に は い る カ｛，箱 根に は い ない もの は p フ ジ トガ リ ネ ズ ミ ・ヒ ミ ズ モ ドキ ・コ テ ン グ コ

ウ モ リ ・t コ ジ ョ イ タ チ ・カ マ シ シ の 5 秤顛 を 算 え る 。
5）區系 の 由來 を考察す る と ， 箱 根 は 丹 澤 ・邁志 ・

御坂 か ら の 移住に よ り ． 富士 は 箱 根 ・丹澤 ・道志 ・御坂 ・南 ア ル プ ス か ら の 移儒に よ つ て 威立 した 亀の と考

え られ る 。

　 （問｝ ナ キ ウサ ギ・や エ ゾ イ タ チ 等は 綾息 して い ませ ん か 。 （植木忠夫） （讐） ナ キ ウ サ ギ は 今 ま で こ の 地域

か らえ て い ませ ん 。エ ゾ イ タ チ は い わゆ る オ ゴ ジ ョ ィタ チ が 富士 か らは 捕れ て い ます 。

　　　　　　　　　　　　　　　管 水 母 顕 の 系統 獲 生 　川村多實 二 （京 k ）

　牛 世紀に 丐 る多數 罧官識 と多數個 虫設 の 論爭 は 後者に凱歌 ポ あ が つ た 。然 し他 の ヒ ド ラ虫類 の 群體 の 如 き

感を 呈 し な い の は ， 夙 に プ ラ ヌ ラ幼 生期 に 於 て 翫 に ．ヒ端 お氣胞疆 ， 下端 が 簸 驢な る 二 つ の 端立 性個虫両し

て 側方 よ り泳 鐘觸手 其 他 の 側立 性 個虫 に 分化 し 初 め る か ら で あ る 。 從 來管永母類醴 制に 放射相稱 力鰓 め られ

た の は 構造 の 精 査 に 峡 く る 所 が あ つ た た め で ， 體 の 上 牛 即 も 泳 鐘 部 は 剣 驪 を除 き ， 個 虫 す べ て 幹 の 腹側か

ら芽出 した 左 餅 1禰 形 で ， 下 孚部翩 ち榮養部の 膨大 を見 る場合 も，胆 に 幹が 撫 し幹群 が 螺旋渺 に 配置 せ られ

た に 過 ぎ な い （例 バ レ ソ ク ラ ゲ と Di’OinaJia ）。 ま た 深海産の ん 勲 o擁 鐸 α の ヤ ウ ラ ク ク ラ ゲ に 對 す る關係

は カ ツ ヲ ノ エ ボ シ の ボ ウ ズ ニ ラに封 す る もの と同一・で あ る 。
ヘ ツ ケ ル が 完 垂 な放 射相 稱 と認め別 途 の 起源を

推定 した ，カ ツ ヲ ノ カ ム リや ギ ン カ ク ラ ゲ も亦 螺 旋形 に 捩 れ た 左右相孵形 の 幹 で ある こ と が ，H 本 の 標品

か ら 立 證 せ ら れ た 。 要す る に管水母 は 一
本 の 水 ZP に横た わ る ス ト ロ ン と そ の 上 に芽出し た 多數 の 永母形及永

蛇形 觸虫全 黯 が ， 垂 直 に 長 く立 ち淨遊性動物 と な る た め 全體 が 放 射相稱 彩 と 見ゆ る ま で に 個 虫 の 方向 が 變更

調 節せ ら九 た 結果 で ， 管水母 の 租 先 如 何 に つ い ぐ は もは や 疑 問 を 殘 さ ない e

　　　カ キ及 び他 の 二 ， 三 の 二 枚 貝 の 甥組 織 固定時 に 生 ず る 組織收 縮 防止法 と し て の メチ ル ア ル ＝
一一

　　　 ル 處 理 の 効 果 に つ い て 　橋本 正 雄 （鹽釜高校）

　 カ キ ，ハ マ グ リ，ア サ リ ・ カ ラ ス ガ イ の 鯰 阻織で 試 み た 。 鰓 を切取 り之 を シ ヤ レ ーに 入 れ た海水 或は 淡水に

一晩放 灣 し て 傷 に よ る牧縮 の 回 褒を待 ち 又 粘液を坂 除 く。抵 倍率 で 檢鏡し な が ら少量宛 メ チ ル ア ル コ ール を

加 え シ ヤ レ ーを靜 か に 動 癌 せ し め て 液を甕 拌 す る。組織は メ チ ル ア ル コ ール の 添 加 に よ り 牧 縮 す る が 回 復

を 待 つ て は 之を く りか え し ， 繊 毛運動 の 停止 を 以 て メ チ ル ア ル コ ール 添加量 の 限 度 と す る 。 …文ぎ に 直 ち に

紐 織 を 販 出 し 固 定 液 に 移 す 。固 定 液は BOUJN と ZENKER で 試 み た 。 間 定 液 に 組 織 を 移ナ と ， 更 に 組織

は 收縮ず る が ，該 處理 を施 さず に 直 接固定 液 に 入れ た 勇の とを パ ラ 71 ン 切片 で 比 較う
一
る と相當 の 効果 bsあ

る 。

　上 記 4 種 願 の 各 々 に つ き BOUIN 及 び ZENKER 固 定液 で メ チ ル ア ル コ ール 處理 及非處理 の もの 各鰓片

宛 に つ い て 効果を確 め た 。

　　　　　　ミ ミズ の 腹部 薄經 刺識 に鰹 し て 見 られ る五 礁 型 の 分圻 　森 田弘遘 （九大 。理 ・生）

　PJteretifna の 腹部 神徑 を 切 り 出 し ． 刺 敬
・紳貍画撃誘 導部 位を fi　k に 變 えて 得 ら れた ブ ラ ウ ン 管記 磯冩眞

を提 示 した 。 こ れ に依 り明らか に なつ た こ と は ，1｝腹 部紳紹 丙 の E 大纎維ほ ， 大 小雨 側 紳經に 側板 と も云

5べ き も の を 逸 り込 ん で い る 。
2） 腹 部 紳趣 刺 激 に 於 て ，亘 大 繊維 と は 明 らカ ・に 匿別 し得 る ，時 聞 的經遒 の

遙 か に緩 や か な 電位變動 の 上 に 速 や か な變動 の 重 る反憊を認 め た 。 3）一對 の 側紳紹は 互 に synaptic 　 con 一
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nection を有す る。

　　　　　　逑走交 感神 經 中樞 端 刺滋 と 血 壓 との 闘 係　飯塚 恒治 ・八 田 博英 （廣鳥醫 大
・生 理 ｝

　犬及 び 猫 り 迷 走 交感 神經 を 頸 部 に て 切 斷 し ， 中福端 を サ イ ラ ト ロ ン に 依 る 鋸齒 状渡形 に て 刺 激 し頸 動朕 血

駆 を水 銀 マ ノ メ ータ ー
を用 い ，同時 に 胸 腟 丙壓を氣胸鋭を用 い て 水 マ ノ メ

ータ ー
に て 同時描 記 し た 。 周 波數

を 篤 秒 140 ．88
，
69．51，45，10，6，4 回 に 變 えた 。 刺邀彊慶は 呼息 性呼 吸停 1ヒを及 ぼ す 2V か ら 6V の 間

で 刺 激 を行 つ た 。犬 ， 猫 共 に 140
，
88，69，51，45！秒の 頻度 に 於 て は い ず れ も血 壓 の 下 降 を 23．10・6ノ秒 に

て ほ い ずれ も血 壓 の 上 昇 を示 した ， 4 ！秒 に て は 刺 徼効果が あらわ iLな か つ た 。 血壓 上 昇 は 23ノ秒 の 場合が 殿

も蓉明 に あ ら わ れた 淤 ，
atropine 　 1（）4， 2CC を股靜賑 よ り注入す る と ，周波 數 の 高い 1401 秒 に て 血壓 の 止

昇 即 ち ，邀 轉 が 見 ら れ た 。 更 に 猫 に 於 て ， 人 工 呼 吸 を 施 し て ，呼 吸 停止 に t る 二 実 的 血壓 變動 を邇iけ て ・逑

走 ， 変感 ，馘 壓耨輕 を分離 し ， 追及 し た 。

　　　　　　　　 蠅 類 の 蛹化 に 及 ぼ す高 浬 の 影 響に 就 て （D　尾 崎繁夬 （鳥｝反大 ・學藝 l

　Di’osopliiia 〃nela ；zognster の 野 生 型 Oregon 　R −S の 蛹 化 に 及 ぼ ナ高温 の 影 響 に 就 て 寅驗 を 行 つ た ・臨 界期

i 後の 三 va幼 虫 の 體 の
一都 を 高 濃 で 處理 し て ， 娜 匕の 状態 を調 べ

， 其 際の 血液 中 の 蛹化物 vaの pa用 ・ 幼 虫皮

膚 か ら蛹 R へ の 移行状 況 ，酸 素 の 影饗等 を 知 りた い と考 え た 。re備 xra と し て ・sgra79及 び mStzfcの 恥 の va

度 に 羇 す る 幼 虫 の 抵 ｝亢性 を 調 べ ．納 局嘘 理 の 淵度 を 55・C
， 時間を 3 紗 と し ， 熱水 を 用 い る こ と と した 。 通

常 の 結 柬實験 の 如 ぐ幼 虫 の 中央 部 を 縛 り ， そ の 前 孚或 ほ 後 1固 こ 嶇   を 加 え る と ，堪理 蔀 の み 鯒 化せ ず ・ ｛處理

を 加 え ね ば 歪 蛹 化 の 筈 ），同 様 の 處理 を 行 つ て か ら直 ち に 結朿 を 解 き血 液 の 循環 を 回 復さす と．處理部 の 端 部

（2〜3 環） の み 蛹 1匕せ ず ， 中 央 に 近 い 部 分 は 蛹化 し ， そ の 間に漸進的移行状 態 の 見 ら れ る 4， の も あ つ た ・

　（問 ） （1） 高環 慮 廻 を 行 つ た 幼 虫 の ・t・g ・ は ど の 働 ・ 。   結 朿實 瑜の 場 合に ・ 高 褞 處 理 に よ る effect

か 〒
・tl｝t 蛹化 ホ ル モ ン 缺如 に よ る effect か を 如 何 に し て 勃 定 し た か 。（黒 田行 昭 ） （答 ） （1） 蛹化臨界期 直後

の ≡ 齢 幼虫 。〔2） こ の stage で は 既 に 蛹化 物質 （ホ ル モ ン 或は 酵素 ）は 全 身 に 行亘 つ て い る か ら ・ 高凋 處理

の effect と 判 定 し た 。

　　　　　　　　 メ ラ ノホ ー
レ ン ホ ル モ ン の 観 紅 再生作用　花岡 利 昌 ｛奈 良 女 子 大 ’生 理 ｝

　 メ ラ ノ ホ ー レ ン ホ ル モ ン （M ．H ．
’
と 稱 す）：の 注射又 は 點眼 に に よ り入 の 暗 親 が 促進 さ れ る こ とか ら ・

M ・

H ．が 硯 紅 の 再生 に 何 ら か の 影 響 を 興 え る の で は ない か と考 え 之 を 驗 し て み た 。
M ．　 H ．は 食 用蛙 の 矚 下垂 體

約 4．300 個 の 乾 噪粉 末 よ り DIETEL の 方 法
・
こ て 抽 田 し 50 蟹位 （m 置 當 り） の 注 射 液 と し た ・搬定 ほ 凋 葺

等 （
’51） の ド ジ ヨ ウ 尾鰭 細 片 に ，tつ た 。 實驗 は ガ マ を 用 い 最初 M ．　 H ．を皮下注射 し （25 單位）暗 保 し た

ぜ，
の と灘 照 と の 嬲罎網漠 の 色 の 濃 さを 白色光下 で し ら ぺ た と こ ろ ， 何れ の 場 合 も常 に 注 射 し た もの の 網漠 の

色が 聡 照に 比 し て 濃 く覗 紅 の 再生 が 促 進 され て い る こ とが わ か つ た 。 訳 に 實驗動物を 同性 同 體重 の 2 群 に

わ か ち 蜜験 群 と鬻 照 群 と し ，皮下 注 射暗 保 の の ち網 嘆を 剣離 グ リ ゴ コ ール 酸 ソ
ー

ダ 2％ 水溶 液 で 競紅を 抽

樹 ， そ の 濃 度を 可 硯 部 に 感度 の よ L ・ル ビ ジ ゥ ム 光 電贇を もつ 負 饋還 直結層幅器 で 測定 した 。 測定 單色光 は 組

合 Lh フ ィ ル タ
ー

に よ り主 波長 517m μ 幅 450 −558　m
μ の も の を 用い た o 其結果 抽出覗 紅 の 濃度 は M ・H ・注 射

の もの に 於 て 何 itも7trで ，　 M ．　 H ．が 網膜 丙 に 於げ る 親 紅 の 再生 に 促進 的 に 働 い て い る 事 hr穿il明 し た D 更 に

同 1条聾 の 寅験動物を 2 群 に わ
t
，ib．そ の 1 群 の 滴 出限杯 （瞑球 よ り水 晶體 を 切離 し た もの 》 を M ．　 H ・を加

えた リ ン ガ ー
氏 液 に 浸 し て 暗 保 した もの の 覿紅 の 再生 の 程 度 を 上 と同様 に 光電 比色し て み た が や は り同 じ よ

5 に 魍 紅 の 再 生 が 促進 さ れ て い た 。 こ の 甥 合．豫め 網 嘆を 彊 い 光で 長痔 間 暇射 し，覗 紅 を 完 全 に 漂 白 し た も

の で ほ 摘出眼 に 於 て は 最早覗 紅は 再 生 され な い 。 即ち WALD の 所謂 visual 　 c ）
・cle に 於 て M ，　 H ．ほ 酸素

の 存在 の も と に レ チ ネ ン を 覩 紅 に も ど す もの で は な い か と思 われ る 。

（問｝靦紅 の 再 生 は 分解 過程 が どの 程 度 以 上進 む と不 可能 に た る か 。 （木下治雄 ） （答 ）摘 斟眼球 を豫め 強 力

（13 ）
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